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秋

季

火

災

予

防

運

動

か Jミ84号

長器禁詩4t主主手111116認

。
山
似
品
骨
、
開
閉
齢
制
火
災
の
発
集

約
締
慨
を
制
制
す
る
た
め
、
火
災
発

生
の
お
そ
れ
あ
る
場
一
般
の
絵
骨
平

等
安
品
開
発
し
て
時
抽
出
拙
の
制
世
田
闘
を

究
余
に
滅
却
す
る
よ
う
に
す

る。消
防
本
部
で
は
火
災
予
時
間
運

動
期
間
中
次
の
行
事
圭
行
な

い
ま
す

@
十
一
月
二
十
六
日
午
議
六

時
三
角
に
サ
イ
レ

y
吹
持
及
び

打
鍍
を
行
な
う
。

。
火
災
予
防
の
続
彩
、
支
お

緩
、
ポ
ス
タ
ー
を
街
路
、
常
事
単
品

所
及
び
令
分
陥
附
腕
神
白
内
際
機
等
に

欄間一市。

③
火
災
予
防
品
7
7
V
役
会
絞

殺
に
総
称
ω

品W

幾
分
開
州
側
附
蹴
削
減
線
引
偽
問
問
点

検
次
ぴ
火
災
予
防
絞
絞
め
樹
民

総
。

の
端
的
防
法
、
的
防
防
〈
殺
叩
品
川

市
す
、
湖
北
‘
布
伎
の
帯
地
区
)

で
合
間
内
務
初
演
削
闘
を
行
な
う
c

mm学
校
卒
業
所
等
防
火
対
象

月

日

の
小
中
か
校
生
絡
に
よ
る
火

災
予
仲
間
等
ボ
凡
タ

l
〉
泌
総
長

紛
火
協
会
長
、
危
帆
照
品
明
後
身
一
拍
掛

か
以
後
等
」
選
考
に
よ
る
俊
秀
作

"
州
安
火
災
予
防
制
剤
耐
問
中
我
掃
作
予

防
総
社
セ

Y
タ
i
ハm
旧
役
場
庁

舎
〉
に
展
示
し
ま
す
の
で
ど
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
優
秀
作
品
に
は
閉
山
体

館
入
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
賞
品

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

綾
子
鰍
刺
殺
伸
拾
の
蹴
〈
怯
躍
。

。
品
格
段
紛
糾
府
滋
吋
然
、
取
備
制
幅
削

の
予
防
問
骨
盤
務
会
災
砕
施
。

空
地
の
草
も

刈
り
取
り
そ
刀

あ
き
一
絡
に
繁
叫
は
し
た
縛
宮
中
等
い
環
捻
徽
伎
の
保
持
に
御
協
力

の
品
開
求
に
開
閉
す
る
条
蹴
問
(
家
訓
却
な
お
綴
い
し
ま
ナ
。

条
約
)
に
せ
出
づ
き
こ
れ
に
該
当
こ
の
あ
語
、
地
の
勝
山
制
点
鳴
が
蜘
叫

す
る
双
山
骨
設
は
十
一
銭
山
中
に
外
に
隊
総
の
方
の
場
合
に
は
脚
町

は
必
ら
ず
朴
的
背
中
を
然
災
し
ま
し
抽
出
附
関
本
総
勺
は
尚
岡
京
株
滋
す
る

よ

う

。

か

、

防

へ

脚

路

線

全

世

間

回

附

す

る

か

こ
の
条
組
内
部
数
同
時
は
あ
く
ま
を
附
問
い
合
せ
に
の
条
例
に
議
づ

で
も
出
回
分
丹
後
お
ず
る
あ
き
抽
鳴
い
て
事
務
h
q
滋
め
て
お
り
ま

は
際
分
的
学
マ
俊
樹
脱
し
て
機
援
す
。

設
ょ
く
し
よ
う
と
す
る
の
が
ね
佼
さ
ん
の
近
所
に
危
険
な
状

ら
い
で
す
の
で
、
後
家
等
が
ゑ
酬
践
に
な
っ
て
い
る
あ
き
械
が
ど

い
伐
っ
て
い
る
為
き
陥
鳴
を
お
銭
ざ
い
ま
し
た
ら
消
防
本
筋
へ
御

ち
の
方
は
、
十
三
万
中
に
必
ら
逮
終
く
だ
さ
い
。
〈
世
話
八
二

ず
裁
を
潟
ち
紋
号
総
悼
却
す
る
め
一
三
丸
一
幹
内
線
二
八

O

か
、
ま
た
は
、
抽
出
の
方
仲
間
で
払
開
設
)

小
山
し
火
災
の
危
険
法
昨
怖
と
ゑ

IIIJ (J)入居

i民事144年 10Jl31ロ表者主

発 19，512人 章者月比49人柄

女 20.120人 55グ

計 39，6己2人 q 104グ

世帯数弘784世帯。 351量;務機

10月の人口動態

男女計

自主主 31人 31人 62人

伝入 143人 142人 285人

死亡 B人 6人 14人

転/l:l 117入 112人 22争入

品料碍
P
4
4
臨
岬
便
局
の
新
潟
舎
へ

の
移
転
問
問
問
縛
に
よ
れ
ツ
佼
災
の
ふ
点

は
裁
措
吊
v
h

途
議
し
て
お
号
ま
し

た
が
、
総

務
ナ
綴
級

協
の
務
総

践
例
主
し
て

品
開
樹
齢
奴
紛

が
絞
殺
さ

れ
る
こ
・
と

に
な
ち
ま

し
た
》

応
援
寓
に

は
、
十
万

・γ
六
nn民
先

行
の
広
報

で
お
銭
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
ヮ
.
下
ケ
一
戸

の
小
抽
出
悦
郎
氏
に
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

務
会
可
轍
の
部
で

o
o
o
t
o
g玄

r

、BF

一
ば
芳
十
三
分
間
畑
、
が
擾
勝

苦

告

が

レ

{

チ
指
強
制
黙
協
問
時
抑
淡
比
的
大
会
が
十

一
円
丹
十
八
日
H4γ
然
衡
に
お
い
て

行
な
わ
れ
る
に
あ
た
号
、
政
官
悶

枕
抑
制
抑
代
議
州
全
絞
め
る
御
柳
ふ
〈
会
が

山
氏
る
十
晃
一
…
十
附
悶
竹
悶
鎌
ケ
谷
町

出
叩
泌
総
小
学
校
に
お
い
て
、
帥
時

ケ
袋
、
開
閉
抑
制
、
期
制
巾
悶
‘
品
竹
内
開
?
ず

の
各
代
後
分
開
附
が
総
務
し
て
日
行

な
お
ふ
れ
ま
し
た

4

こ
の
務
ふ
〈
九
況
に
市
出
場
し
た
昨
・

代
炎
分
以
出
は
い
ず
れ
も
肺
門
大
会

に
お
い
て
上
拾
い
入
賞
の
分
内
出
で

〈
本
町
仲
山
中
氏
伸
弘
次
の
と
お
り
で

す
G

由
民
品
耕
一
車
の
何
時
た
二
十
一
分

聞
出
布
佐
務
方
十
五
分
間
山
口
付
秀

可
殺
の
務
方
十
一
分
間
関
山
中
総
上

分
十
一
二
分
間
凶
山
中
需
品
汁
一

γ
T分

~~{ヶ谷町で ff われた惹t I禁法 大 会

附間拘叩ル胤市
mv
桝
脱
線
級
夜
中
山
都
公
続

時
閣
な
附
概
略
分
開
で
あ
h
y
ま
ず
。

仙
間
町
の
八
対
削
闘
と
怯
阿
仇
棋
の
然
出
穂

吹
き
そ
ア
に
ナ
え
‘
一
円
織
の
鮒
聞

に
お
い
て
、
市
庁
十
一
一
一
分
懐
中
援

が
附
火
会
俊
紛
の
ゆ
A

十
一
分
側
関

山
中
的
上
と
悶
円
以
で
、
他
チ

i
ム

セ
託
し
ま
し
た
が
、
山
門
蜘
廿
の
少

L
後
れ
た
沖
十
一
一
…
分
同
聞
が
俊
勝

と
決
ま
り
、
郡
代
表
チ
ー
ム
に

忍
ば
れ
ま
し
た
む

ま
た
、
自
動
ぃ
阜
の
郊
で
は
、

党
二
十
一
分
団
が
内
位
才
十

五
分
間
が
六
位
主
な
り
ま
し
た

が
、
優
勝
チ

l
ム
と
の
差
は
徹

会
で
あ
り
、
そ
の
健
闘
は
た
た

え
る
べ
き
も
の
が
あ
り
宜
し

ま
た
、
白
川
市
叫
に
つ
い
て
も
小

池
氏
町
議
ん
犯
隊
合
潟
地
の
佼

隊
に
つ
い
て
液
中
w
y点
数
総
に
お

い
て
検
討
中
で
す
が
、
と
り
あ

え
ず
例
制
時
然
防
で
の
阪
倒
防
が

緩
め
ら
れ
、
米
る
十
一
月
一
一
十

…
れ
か
ら
淡
輸
相
官
約
め
る
こ
主

に
な

p
ま
し
た
。

し
か
し
、
終
的
帆
総
帥
村
総
務
州
民

同
仰
と
し
て
綾
田
脱
さ
れ
る

b
け

で
、
今
ま
で
の
務
総
局
の
よ
う

に
脱
出
迭
は
し
な
い
わ
け
で
す
。

郵
便
邑
附
の
問
題
に
つ
い
て
は

駒
内
に
お
い
て
も
本
年
度
の
一
大

施
策
に
帽
掲
げ
て
取
れ
ノ
組
ん
で
き

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
で
-
応

解
決
り
見
通
し
が
つ
い
た
わ
け

で
す
。

@
育
児
格
設

ム
ワ
尭
の
育
児
削
閣
議
は
次
の
日

嗣
慌
で
行
な
い
ま
す
。

A
V
会
議
日
我
孫
子
町
中
炎
公
叫
内

務A
v
a
臨
時
日
十
一
万
一
一
十
務
、
一
…

十
一
内
科
、
二
十
八
日
、
い
い
ず
れ

も
午
品
開
十
時
吋
か
ら
川
氏
僚
主
句
、

午
後
一
伶
か
ら
一
%
冷
ま
で

A
V
紬
縞
府
調
縁
日
間
的
利
料
開
十
一
一
一
年
十

…
丹
、
ト
コ
完
治
い
し
れ
と
‘
間
附
向
刊

附間ふ
2

間
関
学
問
開
発
、
一
ゑ
悦
日
止
ふ
れ
の

ゑ
出
唱
で
す
。

九
叫
ん
品
、
鉾
ザ
ナ
チ
掛
棋
を
忘
れ
ず

ど
持
参
く
だ
さ
い
包

湘
附
念
、
伝
佐
治
‘
U

刊
の
方
は
十

一
一
向
月
に
む
な
い
ま
す
の
で
ご

f

一
放
出
制
い
ま
す
。

た。
済
同
開
閉
山
の
方
沖
u
r
L
安
中
一
段
ち

な
が
ら
も
一
殺
事
あ
ふ
れ
ば
拙
削
除

活
動p
に
万
全
を
相
関
す
る
た
め
、

こ
の
よ
う
に
出
船
籍
に
は
げ
ん
で

い
る
わ
け
で
す
勾

。
行
致
強
制
談

人
権
協
擁
護
穏
談

行
政
相
惜
淡
と
人
権
擁
護
掴
相
談

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

Q

O
R悼吋
U

十
て
万
二
十
六
u
H
冬

談
十
時
吋
か
ら
午
後
一
一
一
昨
吋
ま
で

。
務
部
間
一
家
後
支
所

な
お
、
制
問
時
試
に
は
榔
脱
出
叫
弁
論
説

会
、
時
仇
蹴
問
、

mH村
昭
間
人
跡
前
蹴
開
談

判
相
紬
抗
議
員
の
山
間
臨
識
が
予
浴
さ
れ

℃
お
h
ツ
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
一

日
水
滋
鈴
本
締
制
緩

綾
部
制
審
制
総
数

我
孫
L
T
符
総
本
後
援
仲
脱
出
樹
容

の
試
験
を
次
的
一
と
お
守
お
こ
な

い
ま
ふ
す
。

o
a肱
時
日
十
一
…
月
間
関

8
・
五
昌

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
開
問

時
ま
で

。
場
所
一
我
ず
拍
手
す
附
問
中
央
公
民

館。
受
付

γ申
し
込
み
回
開
鋲
は
水

道
管
理
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
八
日
ま

で
受
付
て
い
ま
す
。

な
お
、
吐
叶
削
制
に
つ
い
て
は
水

道
、
管
殺
事
務
所
(
液
綴
八
二
絡

}
二
札
一
議
)
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
語
い
。

門

v
成
入
品
咽
の

来
年
の
一
月
成
人
災
を
迎
え

る
校
き
ん
の
考
え
な
発
畿
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
れ
ツ

ム
総
叫
品
交
な
纂
然
い
た
し
ま
す
む

あ
な
た
の
友
銭
を
ふ
る
っ
て

ど
応
募
く
だ
さ
い
。

A
V
一
組
パ
白
山
へ
例
同
人
の
臼
を

鴻
γ
ζ

て
、
出
川
有
位
者
と
な
っ
て

私
の
希
明
日
掛
f
J

。
支
持
パ
来
年
一
月
十
荒
川
成

人
ふ
ん
か
一
通
え
る
人

A
V
社
数
い
門
バ
午
ρ

同
出
稿
用
紙

一
二
日
行
監
皮

。
縁
切
り
二
一
月
五
日

。
送
日
υ先
日
時
抗
バ
m
f町
役
場
教

育
委
国
内
会
社
会
教
ほ
係
ま
で

636 



町の財政睦ニ:のようになっても噂
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